



















また、本校は 2002年以来、スーパーサイエンスハイスクール (SSH)に指定されており、 2012年度からは f豊
かな教養と探究心あふれるグローパノレ・サイエンテイスト(globalscientist)を育成する中高大院連携プログラムの
研究開発j と題した3期目の SSH事業 (5年計画)を開始し、たしました。さらに、筑波大学の特別フ。ロジェクト
として「トップリーダー育成のための教育の高度情報化事業-図書・ 4情報メディアの利用を進化させた高大連携と
密際交流-Jも2012年度から (3年計画)でスタートしております。
このように、様々な新しいプロジェクトにも取り組んでおり、教育のICT化に向けた検討・研究も行っておりま
す。そのような中で、し、かにICT化が進んだとしましでも、教師と生徒、生徒と生徒との、人と人との関わりを重
視した教育が、これまで通り、いやこれまで以上に重要になるであろうと感じております。
本論集は、本校における日常的な教育研究・教育実践の成果を教科別にまとめたものです。この論集に記載の内
容が、関係各位の教育活動のご参考に少しでもなるならば幸いに存じます。
本校及び関係各位の教育実践のより一層の充実をはかるため、本論集への忌'障のないご意見、ご批判、ご提言を
賜りますようお願い申し上げます。
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